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ASCが年次報告書（2022）を発表

ASCは、「水産物の世界標準を構築」と題した2022年度版の年次報告書を発表し、環境持続可能性と社会的責任に向けた水産
養殖の変革という使命の一環として、2022年に達成された測定可能な影響について徹底的かつ簡単に分析できるようにしました。
報告書では、ASCの2022年における環境および社会的影響と改善 が、図解入りで説明されています。下記はその一部抜粋です。

 ASCの認証制度は、生態系に恩恵をもたらし、インパクトを緩
和し続けました。

 ASC制度は養殖場労働条件が向上しました。
 ASC認証の養殖場の数は引き続き増加しました。
 ASCラベル付き水産物の消費者 への供給量は世界で増加

し続けました。
 ASC認証は、2022年、市場変容の一旦を担いました。
 サプライチェーンの保証が強化されました。
 ASCラベルの認知度が向上しました。

年次報告書（2022）のニュース・ダウンロードは
こちらから

https://jp.asc-aqua.org/news/asc-tracks-impacts-in-new-annual-
report-setting-the-standard-for-seafood/

https://jp.asc-aqua.org/news/asc-tracks-impacts-in-new-annual-report-setting-the-standard-for-seafood/
https://jp.asc-aqua.org/news/asc-tracks-impacts-in-new-annual-report-setting-the-standard-for-seafood/
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利害関係者とのコンサルテーションを開始

ASCが養殖場基準の更新に重要な判定基準

ASCは、新しい養殖場基準の更新に向けて、利害関係者とのコンサルテーションを開始しました。更新の主要な焦点は、クリーナー・フ
ィッシュとエビの健康と福祉、および生活賃金指標にあります。これらの改訂は、2024年秋に発表され、2025年秋に発効する予定で、
ASC認証制度の向上を目指しています。

 クリーナー・フィッシュの健康とアニマルウェルフェアー指標: クリーナー・フィッシュに関する新しい指標が提案され、従業員、小売業者、
NGO、審査員、学術界からのフィードバックをお待ちしています。

 エビの健康とアニマルウェルフェアー指標: エビ産業の成長と成功に貢献するため、新しい提案があり、東南アジアや中央アメリカの
関係者からのフィードバックを歓迎しています。

 生活賃金指標: ASCは生活賃金に関する新しい指標を開発し、全従業員に法定最低賃金以上の賃金を支払うことを目指して
います。この指標の詳細や影響についてのフィードバックを受け付けています。

フィードバック： https://asc-aqua.org/new-standards-programme-improvements/aligned-farm-standard/

また、ASCは魚種拡張プロジェクトとFPIC(自由意思による、事前の、十分な情報に基づく合意)の組み込みに関する考慮事項につ
いてもフィードバックを募集しています。
これらのコンサルテーションに基づいて、ASCは養殖場基準の更新を進め、2024年に最終コンサルテーションを行い、2025年に新しい
基準を発効させる予定です。利害関係者の協力が、持続可能な水産養殖業界の向上に貢献します。

https://jp.asc-aqua.org/news/asc-launches-stakeholder-consultation-
on-important-criteria-in-the-upcoming-asc-farm-standard/

ニュース記事は
こちらから

https://asc-aqua.org/new-standards-programme-improvements/aligned-farm-standard/
https://jp.asc-aqua.org/news/asc-launches-stakeholder-consultation-on-important-criteria-in-the-upcoming-asc-farm-standard/
https://jp.asc-aqua.org/news/asc-launches-stakeholder-consultation-on-important-criteria-in-the-upcoming-asc-farm-standard/
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Seafood Expo ASIA にてパートナーと意見交換

９月11−13日にシンガポールで開催されていたSEAFOOD EXPO
ASIAにて、ASCの近況報告とアジアでのサステナブル・シーフードの取り
組みについてパートナーの方々とパネルディスカッションを行いました。シー
フードレガシーの花岡様をはじめ、シンガポールでハタ類をRASにて生産
するSingapore Aquaculture Technologies、アジアの外資ホテル
などにASC認証水産物を販売しているOcean Gems、キャピタルベン
チャーのHatchBlueの方々ともに、どのようにしてアジアでのさらなるサス
テイナブル・シーフードの拡大に取り組むかについて意見交換を行いまし
た。ASCのマーケットとして日本と中国での導入が進む中、シンガポー
ル・香港などにおいても需要が生まれてきている傾向に言及がありました。
また水産物のトレーサビリティシステムの相互運用と検証を目指す
GDST（Global Dialogue on Seafood Traceability）のセッショ
ンにおいても、ASCが導入しているKDEプロジェクトがGDSTのパイロット
の一環としても連携している件について紹介しました。

https://traceability-dialogue.org/
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ASCの養殖場基準が最高得点との評価

アニマルウェルフェアーのベンチマークレポートで高評価

アニマルウェルフェアーの研究と啓蒙を行う水産生物
学協会（ALI）は、2023年の９月に世界の7つ
の水産認証制度の養殖基準においてのアニマル
ウェルフェアーの評価を含む第2版のベンチマークレ
ポートを発表しました。この評価でASCの養殖場基
準が最高得点の評価を得ました。評価の項目には
水質、飼育密度、スペース、生産システムの最適
化、餌の品質、スタニングや締め、エビの眼柄切除
についても考慮されました。このベンチマークレポート
は、現行の水産養殖認証基準における十分なアニ
マルウェルフェアーの考慮事項を特定すると同時に、
今後のさらなる改善の機会を強調しています。

レポートリンクはこちらから

https://ali.fish/
https://static1.squarespace.com/static/5e4ff4ae6791c303cbd43f67/t/64f8c104beecaa75d8deb4e4/1694023946918/Aquaculture+Certification+Schemes+Benchmark+2023.pdf
https://static1.squarespace.com/static/5e4ff4ae6791c303cbd43f67/t/64f8c104beecaa75d8deb4e4/1694023946918/Aquaculture+Certification+Schemes+Benchmark+2023.pdf
https://static1.squarespace.com/static/5e4ff4ae6791c303cbd43f67/t/64f8c104beecaa75d8deb4e4/1694023946918/Aquaculture+Certification+Schemes+Benchmark+2023.pdf
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東京サステナブルシーフード・サミット（TSSS）2023年申し込み受付中

東京サステナブルシーフード・サミット（TSSS）は、2015年から毎年開催されているアジア最大級のサステナブル・シーフードイベントです。
サステナブルな水産業の実現を目指し、環境持続性や社会的責任の追求に焦点を当てたテーマをもとに、国内外の水産関連事業、
水産資源管理、ブルーファイナンス、水産政策等の分野における専門家や企業、NGOなど多様な組織のフロントランナーが最新の知見
を共有します。環境の悪化、地政学的影響から、世界の食料安全保障に多くの人が危うさを感じる時代となりました。世界人口は80
億人を突破し、人々のタンパク源の確保は喫緊の課題となっています。このような状況の中、水産物の環境的・社会的持続性をどう高
めていくのか。企業やNGO、国際機関などの第一線で活躍しているスピーカーを招き、徹底討論します。ASCは、CEO クリス・ニネスの
登壇、ブース出展、「サステナブル・シーフード弁当」の協賛などで協力しております。現在も申し込みを受け付けておりますので、是非ご
参加くださいませ。

TSSS プログラム・申し込みはこちら 開催日10月17日～19日
https://sustainableseafoodnow.com/2023/

https://sustainableseafoodnow.com/2023/
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PR コーナー

ASC認証に関する商品/メニュー/サービス

毎月のニュースレターに、商品/メニュー/サービスに関するPRコーナーができました。CoC認証を取得している企業や認証水産物に興味
のある企業の担当者全員へ送っているので、主要マーケットへダイレクトに宣伝することができます。
毎月、先着順にて掲載させていただきます。この機会に是非ご利用くださいませ!

【お申し込み方法】
ご希望の方は以下のファイルに必要情報を記入し商品や参考画像と共にお送りください。
https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/06/ASC-Product-PR-Sheet.xlsx
担当: 松井(daisuke.matsui@asc-aqua.org)

商
品

PR

https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/06/ASC-Product-PR-Sheet.xlsx
mailto:daisuke.matsui@asc-aqua.org
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日本初、国内複数の宿泊施設でサステナブル・シーフード提供開始

オリックス・ホテルマネジメント株式会社

オリックス・ホテルマネジメント株式会社は、2023年10月1日（日）より、「ORIX HOTELS & RESORTS（オリックス ホテル
ズ＆リゾーツ）」の旅館・ホテルなど16の運営施設において、「サステナブル・シーフード」の提供を開始します。国内の複数の宿
泊施設において「サステナブル・シーフード」を提供する取り組みは、日本初です。 ORIX HOTELS & RESORTSの施設を中
心に、運営する旅館・ホテルなど16施設のレストランやビュッフェレストランにて、「サステナブル・シーフード」を使用したメニューを提
供します。対象のメニューは、品名カード・POPにサステナブル・シーフードの使用を示すMSC「海のエコラベル」、「ASCラベル」を
掲載します。今回対象となる水産物はASC認証のエビ、マダイ、トラウトサーモンの3品目です。サステナブル・シーフードメニューの
提供により、世界の海洋環境の保全と多くのお客さまの環境意識の向上に貢献してまいります。

ORIX HOTELS & RESORTS 公式ウェブサイト https://www.orixhotelsandresorts.com/
ORIX HOTELS & RESORTS Instagram 公式アカウント https://www.instagram.com/orix_hotels_and_resorts/
ニュースリリース https://www.orix-realestate.co.jp/news/2023/09/release_002468.html

商
品

PR

https://www.orixhotelsandresorts.com/
https://www.instagram.com/orix_hotels_and_resorts/
https://www.orix-realestate.co.jp/news/2023/09/release_002468.html
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国内ASC養殖場認証取得数
2023年9月1日現在、国内養殖場の認証取得状況をお知らせします。※ 認証単位の定義が変わりました。

４５ 養殖場（１６件） 審査中養殖場：３養殖場（１件） ★ウェブサイトからもご覧いただけるようになりました★

企業数
（取得順）

養殖
場数 生産企業・漁協 所在地 魚種 認証状態

2 3 黒瀬水産 （日本水産） 宮崎県 ブリ 取得

1 2 宮城県志津川漁協戸倉 宮城県 牡蠣 取得

4 3 宮城県漁業協同組合　石巻地区支所・
石巻湾支所・石巻市東部支所 宮城県 牡蠣 取得

3 1 グローバルオーシャンワークス 鹿児島県 ブリ 取得

6 1 ユーグレナ 沖縄県 ユーグレナクロ
レラ 取得

5 1 マルハニチロAQUA アクア事業所 
上浦漁場 大分県 ブリ 取得

8 1 マルハニチロAQUA 奄美事業所 
久根津漁場 鹿児島県 カンパチ 取得

7 6 鹿児島県東町漁協 鹿児島県 ブリ 取得

10 1 FRDジャパン 千葉県 ニジマス 取得

9 1 ジャパンサーモンファーム 青森県 ニジマス 取得

企業数
（取得順）

福井県 ニジマス 審査中

（19） 1 泉澤水産 岩手県 サクラマス
ギンザケ 審査中

（18） 1 福井中央魚市

12 1 ダイニチ 愛媛県 マダイ 取得

11 1 マルキン 宮城県 銀鮭 取得

14 1 熊本県海水養殖漁業協同組合 熊本県 マダイ 取得

13 2 弓ヶ浜水産株式会社 鳥取・新潟 銀鮭 取得

養殖
場数 生産企業・漁協 所在地 魚種 認証状態

（17） 1 海神貿易 熊本県 ブリ 審査中

16 1 東町漁協獅子丸水産 熊本県 マダイ 取得

15 19 宮城県漁協北上町十三浜支所青年部グ
ループ 宮城県 ワカメ・コンブ 取得

https://jp.asc-aqua.org/find-a-farm/
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認証済および審査中の養殖場
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魚種別による認証生産量
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ASC認証データ

o ASC養殖場認証取得者数
世界：1969 （前年 1778 ）
国内：45* （前年  82  ）

   ※ 認証単位の定義が変わりました。

o ASC CoC認証取得者数（標準）
世界：2969（前年 2836）
国内：192 （前年  182 ）

o ASCロゴ付き消費者向け製品数
世界：27,840 製品
国内：604 製品

CoCリスト

こちらより
ダウンロードできます

ASC商品を取り扱っている国内のCoC企業

（192社）9月1日現在

日本語のCoCリストを作成しましたので、ご興味
のある方はダウンロードしてください。

https://asc-aqua.org/wp-content/uploads/sites/9/2023/09/202309-CoC-Species.pdf


Aquaculture Stewardship Council Limited, 27 Old Gloucester Street, London, WC1N 3AX. The ASC is a charity registered in England and Wales no 1150418.
A non-profit making company limited by guarantee. Registered in England no 08172832. The ASC logo is a registered trademark.

Aquaculture Stewardship Council
Daalseplein 101, 3511 SX, Utrecht, Netherlands
Tel: +31 30 230 5929

www.asc-aqua.org
communication@asc-aqua.org
Aquaculture Stewardship Council, 2016

Thank you

ASC（水産養殖管理協議会）ジャパン
https://jp.asc-aqua.org/

このニュースレターに関する問い合わせ先
担当：川田 直美

Email: naomi.kawata@asc-aqua.org
記事を二次利用されたい方は、お問い合わせください

※配信停止をご希望の方は、送信元へ「配信停止」とご連絡ください。

https://jp.asc-aqua.org/
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.org
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.corg?subject=Unsuscribe
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